
平成２６年度 事務事業評価シート

5

4

Ⅰ

単位
基準値

Ｈ16
実績値

Ｈ25

％ 39.0 －

人 116,000 116,087

Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

国庫
支出金

道
支出金

緊急雇用創出推進
事業補助金

2,873 6,060

地方債

その他

一般
財源

54111001 0 2,873 6,060 0 0 0

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他
行政財産使用料
青少年会館使用料

14 13 644 757 757 757

一般
財源

13,251 11,223 11,001 10,888 10,888 10,888

54112001 13,265 11,236 11,645 11,645 11,645 11,645合　計

－ － － － －

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

－ － －

青少年会館は市内４か所（中
央、登別東、富岸、鷲別）に
設置されていたが、施設の老
朽化により、平成21年度に登
別東青少年会館、平成24年度
に鷲別青少年会館の利用を休
止し、解体した。

維持

　市民のスポーツ振興の場の
一つとしても活用されてお
り、稼働率も高いため、今後
も事業を継続することが相当
である。

　平成26年度７月
より青少年以外の
施設利用を有料化
し、施設の設置目
的に沿った利用と
公平性の確保を
図っていく。

54,238 55,000 55,000 55,000 55,000

Ｈ24
以前

青少年会館
利用者

　市内２箇所（中央・富岸）の青少年会館の運
営管理を行った。

登別市青少年会館
設置条例、登別市
青少年会館運営規
則

青少年会館使用人
数

人 53,024

－ － ソフト
一般
会計

　レクリエーショ
ン活動等を推進す
ることにより、青
少年の健全な育成
を図ることを目的
とする。

Ｈ24

上記のとおり実施予定

期間：平成26年４月～11月
受託者：特定非営利活動法人おにスポ ― Ｈ26

上記のとおり

合　計

2 1-②

青少年会館
運営管理経
費 教育

委員
会

社会
教育
Ｇ

－ － － － － －

1 1-①

スポーツを
活用した地
域コミュニ
ティ再生事
業（緊急雇
用創出推進
事業）

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

H25

Ｈ26

施設の設置目的を踏まえ、青
少年以外の一般利用につい
て、使用料の徴収を予定して
いる。

終了

　当市のスポーツ振興基本計
画においては、「地域の実情
を踏まえ、住民・行政・ス
ポーツ団体等が連携協力し、
多種目、多世代、多様な技
術・技能の人たちで構成さ
れ、クラブを構成する一人ひ
とりが主体的に運営に加わる
ことができるようなスポーツ
クラブの育成について検討す
る」こととしており、総合型
地域スポーツクラブの育成を
図り、地域におけるスポーツ
環境の充実と幅広い世代にお
ける健康増進を進めること
で、スポーツ振興に係る地域
課題の解決を進めていく必要
がある。

　今後は、ＮＰＯ
法人で会費収入や
協賛金などの自主
財源を確保するこ
とで、スポーツに
対する需要の掘り
起こしと、正規雇
用の継続を図って
いく。

10,000

Ｈ24
以前

―

Ｈ25

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

― ―

スタジオ利用人数 人 3,756

　市内中心部にあるショッピングセンターにてイン
ストラクターが常駐する多目的スタジオを開設し、
スポーツ環境の確保と幅広い世代の健康増進、ス
ポーツを通じたコミュニティの形成を促進し、ス
ポーツの普及・振興と地域経済の活性化を図った。

期間：平成25年12月～平成26年３月
受託者：特定非営利活動法人おにスポ

―

－ －

H26 ソフト
一般
会計

　地域に根差した
事業を行う企業等
を支援するため、
緊急雇用創出推進
事業（起業支援型
地域雇用創造事
業）を活用するこ
とにより、雇用の
創出とスポーツ環
境の充実を図るこ
とを目的とする。

Ｈ24 ―

Ｈ25

ＮＰＯ法人
おにスポ

Ｈ26

上記のとお
り

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価

4-① ４　施設整備の推進 ①　施設の整備
・学校体育施設を含めた市のスポーツ施設について、その整備方策について検討します。
・高齢者や障がい者に十分に配慮した施設の改修等を行い、魅力あるスポーツ空間の確保に努めます。

ＮＯ 施策
事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

2-② ２　健康・体力づくりの推進 ②　温水を利用した健康づくり ・関係機関・団体と連携し、温水を活用した健康・体力づくりを推進します。

2-③ ２　健康・体力づくりの推進 ③　豊かな自然を利用した健康づくり ・豊かな自然を利用したウオーキングやトレッキングなどにより、生涯スポーツの振興や市民の健康増進、医療費の抑制に努めるとともに、地域資源の再発見や環境教育の推進に努めます。

4-④ ４　施設整備の推進 ④　施設情報の充実 ・広報紙やホームページを活用したスポーツ施設情報の充実に努めます。

4-② ４　施設整備の推進 ②　施設運営方法の検討 ・スポーツ施設の運営について、利用者の意見を聞くとともに利用者の代表が参加する方法を検討します。

3-③ ３　競技スポーツの推進 ③　交流を通じて豊かな心の育成 ・姉妹都市や近隣市町村などとのスポーツ交流を通じ、競技力の向上を図るとともに、仲間や指導者との交流によりコミュニケーション能力を育成し、他人に対する思いやりや豊かな心を育みます。

2-① ２　健康・体力づくりの推進 ①　関係機関の連携
・スポーツ・保健関係機関との連携を密にし、役割分担をしながら、健康・体力づくりの充実を図ります。
・準備運動やトレーニング方法、栄養や食事、休養のとり方などスポーツ医学について保健機関とも連携しながら情報の収集や提供に努めます。

4-③ ４　施設整備の推進 ③　利用者間の調整 ・施設の有効利用を図るため、地域や種目ごとに利用団体の調整を行うなど、市民のスポーツを行う機会の拡大を図ります。

1-③
１　スポーツ・レクリエーション活動の
推進

③　各団体とのネットワーク化、情報提供
・スポーツ教室や指導者、イベント、施設など多種多様な情報の提供に努めるとともに、関係団体からの情報を容易に入手できるよう、情報通信技術の活用を図ります。
・市民、行政、スポーツ団体などが連携し、多種目、多世代、多様な技術・技能の人たちで構成され、市民一人ひとりが主体的に運営に加われるようなスポーツクラブの育成について検討します。

1-④
１　スポーツ・レクリエーション活動の
推進

④　指導者育成（コーディネーター）
・体育指導委員の資質向上を図るため、各種研修会への参加に努めます。
・スポーツに関する情報を収集・提供し、市民と関係団体、行政との調整を行うコーディネーターの養成を図ります。
・生涯スポーツを推進するため指導者養成・発掘に努めます。

1-①
１　スポーツ・レクリエーション活動の
推進

①　スポーツ教室等の充実
・各種スポーツ教室や講習会、体育指導委員による指導者派遣事業の一層の充実を図ります。
・関係団体や関係機関と連携し、高齢者や障がい者のスポーツ参加や指導者の協力を促進します。

1-②
１　スポーツ・レクリエーション活動の
推進

②　多様なイベント等の実施
・各種レクリエーション団体や市民が参加する各種イベントの開催に努めます。
・関係団体と連携し、全国・全道規模の大会・イベントの参加を促進します。

3-① ３　競技スポーツの推進 ①　選手の育成
・競技力の向上を図るため、適切な指導者の配置や強化体制の整備を進めるとともに、学校運動部活動やスポーツクラブ・サークルとの連携を進め、一貫した指導体制による競技力向上に努めます。
・登別市体育協会やスポーツ少年団、学校、企業などの連携強化に努めます。

3-② ３　競技スポーツの推進 ②　指導者の育成・活用

・競技団体が開催している指導者講習会の受講を勧めるなど、指導者の拡大に努めます。
・スポーツの楽しさを教えながら、競技者の技術向上を図る指導者の養成・発掘に努めます。
・種目別のスポーツ指導者の把握を進めるとともに、指導者に関する情報を市民に提供します。
・競技団体認定指導員や公的機関認定指導員、体育指導委員などが互いに連携をとり、市民が希望する指導を受けやすくする組織・システムづくりについて検討します。

施策
コード

施策の基本的な方向性 主要な施策 具体的な内容

60.0

指標② 市民プールの利用者数 114,372 115,263 117,349 113,987 － 120,000

実績値
Ｈ24

実績値
Ｈ26

目標値
Ｈ27

指標① 月に１回以上、スポーツ（ウオーキングを含む）をしている人の割合 － － 56.0 － －

目標 体力づくりを推進し、健康で活力ある生活を目指す。

指標名
中間値

Ｈ21
実績値

Ｈ22
実績値

Ｈ23

章 豊かな個性と人間性を育むまち

節 スポーツを通じて健康で活力ある生活をめざす

施策 生涯にわたるスポーツ活動の推進



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

800 800 800 800 800 800

54114001 800 800 800 800 800 800

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

45 56 271 271 271 271

54121001 45 56 271 271 271 271

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他 行政財産使用料 170 167 168 168 168 168

一般
財源

1,897 5,064 7,704 7,704 7,704 7,704

54122001 2,067 5,231 7,872 7,872 7,872 7,872

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

3 7 33 33 33 33

54122002 3 7 33 33 33 33

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

500 500 500 500 500 500

54131001 500 500 500 500 500 500

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

298 320 420 420 420 420

一般
会計

　子どもたちのス
ポーツ振興を図る
登別市スポーツ少
年団本部を支援す
ることにより、少
年たちの体力づく
りやスポーツ技術
の向上を図ること
を目的とする。

Ｈ24

登別市ス
ポーツ少年
団本部

Ｈ25

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　少年のスポーツ振興を図る
ため、その普及に努めている
登別市スポーツ少年団本部の
役割は重要であり、支援する
ことが必要である。

　少年のスポーツ
振興を図るため、
その普及に努めて
いる登別市スポー
ツ少年団本部の役
割は重要であり、
今後も継続して支
援していく。

21 21 21 21

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

7 3-①

登別市ス
ポーツ少年
団育成助成
金

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

Ｓ45

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　市民が等しく市
民プールを利用で
きる環境を整備す
ることにより、市
民の体力づくりと
健康増進を図るこ
とを目的とする。

　バス運賃と入館料を組み合わせた市民プール
バスパックを販売した。
　
委託者：（一財）登別市文化・スポーツ振興財
団

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中

　子どもたちのスポーツ振興を図る登別市ス
ポーツ少年団本部の活動を支援し、助成金を交
付した。
【主な事業】
スポーツ少年団育成事業、リーダー養成事業
（各種交流会・研修会への参加）、競技別交流
会、指導者・母集団要請事業、単位事業、姉妹
都市交流事業支援等

登別市補助金等の
事務取扱に関する
規則

少年団加盟単位団
体数

団体 20 21

上記のとおり 上記のとおり

少年団加盟者数 人

－ ソフト

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

　市民プール利用者の利便
性・経済性の向上に資するこ
とから、今後も事業を継続す
ることが相当と考えるが、市
民プール運営管理経費
（54122001）に含まれる事業
であることから、維持（統
合）することが適当と考えら
れる。

　市民プール利用
者の利便性、経済
性の向上が図られ
ているが、利用者
数が減少しつつあ
るため、今後は一
層の事業周知を
図っていく。

200 200 200

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

－ －

市民プールバス
パック事業実施要
項

バスパック利用人
数

人 16 44 200

Ｈ24

市民プール
利用者

上記のとおり

6 2-②

市民プール
バスパック
業務委託事
業

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

H17 －

－ － － － －

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

上記のとおり

－ － －

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　多くの市民が市民プールを
利用し、幅広い年齢層が健
康・体力の増進やスポーツに
親しんでいることから、今後
も事業を継続することが相当
である。

　引き続き、市民
プールの維持管理
を行い、市民の健
康増進を図ってい
く。

116,087 115,000 115,000 115,000 115,000

Ｈ24
以前

市民プール
利用者

指定管理者への委託により、市民プールの運営
管理を行った。
指定管理者：（一財）登別市文化・スポーツ振
興財団
指定期間：平成23～27年度

登別市民プール条
例、登別市民プー
ル条例施行規則

市民プール利用人
数

人 113,987

－ － ソフト
一般
会計

　プール施設を活
用することによ
り、市民の健康増
進と余暇活動の充
実を図ることを目
的とする。

Ｈ24

上記のとおり実施予定

【市民ラジオ体操会】
　会場：富岸小学校・登別小学校を予定
【市民スポーツ・健康フェスティバル】
　会場：岡志別の森運動公園・市民プールを予
定

上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

5 2-②

市民プール
運営管理経
費 教育

委員
会

社会
教育
Ｇ

－ － － － － －

Ｈ26

上記のとおり

合　計

－

－ ソフト
一般
会計

　登別市スポーツ
振興基本計画に基
づき事業を実施す
ることにより、生
涯スポーツのまち
づくりを推進し、
市民の健康増進や
体力向上を図るこ
とを目的とする。

Ｈ24

市民

Ｈ25

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　生涯スポーツのまちづくり
の推進や市民の健康増進や体
力づくりの啓発等のため、事
業を推進する必要がある。

　市民の健康への
関心も高いことか
ら、今後も市民ラ
ジオ体操会等の事
業を継続してい
く。

300 300 300 300

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

4 2-①

生涯スポー
ツ振興及び
スポーツ関
連団体の育
成事業

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

－

体育協会加盟チー
ム数

チーム 126 89 100 100

ソフト
一般
会計

　スポーツ団体の
育成とスポーツ振
興の活動を行って
いる体育協会を支
援することによ
り、市民がスポー
ツに親しみ健康で
活力ある生活を送
ることができる社
会の形成を目的と
する。

　市民のスポーツ振興を図る登別市体育協会の
活動を支援し、助成金を交付した。
【主な事業】
加盟団体事業への援助、スポーツ指導者の育
成、スポーツ表彰、胆振管内軽スポーツフェス
タ（パークゴルフ競技・ゲートボール競技）へ
の参加・支援、広域圏等スポーツ大会の促進

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中

市民スポーツの振興と健康増進のための事業を
実施した。
【市民ラジオ体操会】
　会場：登別小学校・青葉小学校　計176名
【市民スポーツ・健康フェスティバル】
　会場：岡志別の森運動公園・市民プール　計
626名

スポーツ基本法、
登別市スポーツ振
興基本計画

市民ラジオ体操会
参加者数

人 176 160

上記のとおり

【市民ラジオ体操会】
　会場：鷲別小学校・幌別小学校　計160名
【市民スポーツ・健康フェスティバル】
　会場：岡志別の森運動公園・市民プール　計
638名

上記のとおり

－

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

　市民の健康志向やスポーツ
への関心が高まってきている
中、体育協会の役割は重要で
あり、支援を継続することが
必要である。

　市民のスポーツ
や健康への普及啓
発に努める体育協
会への支援を今後
も継続していく。

2,600 2,600 2,600

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

100 100

登別市補助金等の
事務取扱に関する
規則

体育協会加盟人数 人 3,290 2,583 2,600

Ｈ24

登別市体育
協会

3 1-④

登別市体育
協会助成金

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

Ｓ45 －

上記のとおり



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

3,070 2,118 3,000 3,000 3,000 3,000

54131002 3,070 2,118 3,000 3,000 3,000 3,000

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

547 554 744 744 744 744

54132001 547 554 744 744 744 744

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

150 150 150 138 138 138

54133001 150 150 150 138 138 138

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

690 690 710 710 710 710

54141001 690 690 710 710 710 710

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他 行政財産使用料 39 39 40 40 40 40

一般
財源

3,582 807 2,356 2,356 2,356 2,356

54141002 3,621 846 2,396 2,396 2,396 2,396

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　市内体育施設の
整備等を行うこと
により、生涯ス
ポーツの振興と市
民の健康増進を図
ることを目的とす
る。

　体育施設（若山浄化センターパークゴルフ
場、総合体育館）の整備や維持（一部）を行
い、市民が安心して利用できる環境を整えるた
め、運営管理を行った。

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり

― Ｈ25

　公共体育施設の整備を行
い、市民が安心して利用でき
る環境を整えるため、事業を
継続することが相当である。

　今度も、施設の
老朽箇所の把握、
修繕に努め、今後
も継続して体育施
設の整備、運営管
理を行っていく。

10,000 10,000 10,000

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

－ －

―

若山パークゴルフ
場利用人数

人 10,825 10,202 10,000

Ｈ24

市内体育施
設利用者

―

12 4-①

体育施設維
持管理経費

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

－ －

－ － － － －

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

上記のとおり

－ － －

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　市民のスポーツ振興を促進
ためには安心・快適に使用す
るうえで最低限の整備は必要
であることから、本事業は継
続的に実施していく必要があ
る。

　小学生の大会や
中学校体育連盟大
会の練習場として
活用される等ス
ポーツ振興の場の
一つとなっている
ため、今後も整備
を行っていく。

9,710 10,000 10,000 10,000 10,000

Ｈ24
以前

陸上競技場
利用者

市営陸上競技場のフィールド及びトラックの敷
均し、転圧等整備を行った。

登別市体育施設設
置条例

陸上競技場利用者
数

人 10,955

－ － ハード
一般
会計

　市営陸上競技場
を安全・快適に使
用できるよう整備
することにより、
市民のスポーツを
行う環境を充実さ
せ、スポーツの振
興を図ることを目
的とする。

Ｈ24

上記のとおり

【陸上競技大会】
開催日：平成26年５月24日(土)
場所：入江運動公園陸上競技場(室蘭市)
参加者数：総数510名

西胆振６市町小学
生スポーツ交流会
実行委員会規約

Ｈ26

上記のとおり

合　計

11 4-①

陸上競技場
整備事業

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

－ － － － － －

Ｈ26

上記のとおり

合　計

一般
会計

　６市町（登別・
室蘭・伊達・洞爺
湖・豊浦・壮瞥）
の小学生のスポー
ツ交流を推進する
ことにより、少年
の健全育成を図る
ことを目的とす
る。

Ｈ24

市内小学生

Ｈ25

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　西いぶり定住自立圏構想対
象事業であり、子どもたちの
心身の健全育成や他地域との
交流に繋がるため、継続が必
要である。

　６市町の子ども
たちが交流する機
会が少ない中、貴
重な機会となって
おり、今後も参加
者のニーズを把握
しながら実施し、
参加者の増加を
図っていく。

80 80 80 80

Ｈ24
以前

平成24年度より西いぶり定住
自立圏構想の対象事業に位置
付けられ、３市から６市町に
大会規模が拡大された。

Ｈ25

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。10 3-③

６市町ス
ポーツ交流
会事業
（旧）三市
スポーツ大
会事業経費

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

Ｓ54

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　スポーツ推進委
員が市のスポーツ
行事等への参画や
軽スポーツ・
ニュースポーツな
どの普及活動を展
開することによ
り、市民の生活に
直結した生涯ス
ポーツの振興を図
ることを目的とす
る。

　市民への指導助言のほかスポーツ事業に積極的に関与し
た。
委員数：15名
【内容】
ラジオ体操会の体操指導、体力測定会、市民スポーツ・健
康フェスティバルへの参画 、（一財）登別市文化・ス
ポーツ振興財団主催事業への参画、軽スポーツ指導者派遣
事業（キンボール、フロアカーリング等）

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施中

　３市（登別・室蘭・伊達）３町（豊浦・壮
瞥・洞爺湖）の小学生のスポーツ交流大会を実
施した。
【陸上競技大会】
開催日：平成24年５月26日(土)
場所：入江運動公園陸上競技場(室蘭市)
参加者数：総数430名

―

大会参加者数 人 78 86

上記のとおり

【陸上競技大会】
開催日：平成25年５月25日(土)
場所：入江運動公園陸上競技場(室蘭市)
参加者数：総数496名

―

－ －

－ ソフト

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

　市民に直結した体育・ス
ポーツの振興を図るには、ス
ポーツ推進委員の役割が重要
である。

　今後も、継続し
て市民の健康増進
や体力向上を図
り、生涯スポーツ
の振興を進めてい
く。

20 20 20

Ｈ24
以前

※平成23年８月に「スポーツ
基本法」が施行されたことに
より、名称を「スポーツ推進
委員」に変更した。

維持

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

－ －

スポーツ基本法、
登別市スポーツ推
進委員会設置条
例、登別市スポー
ツ振興基本計画

事業実施回数（指
導・派遣）

回 16 20 20

Ｈ24

スポーツ推
進委員

上記のとおり

9 3-②

スポーツ推
進委員会経
費 教育

委員
会

社会
教育
Ｇ

Ｓ37 －

629 600 600 600 600

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施予定 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり
北海道大会：77件
全国大会：8件

上記のとおり

Ｈ25

上記のとおり

北海道大会出場者
数（引率者含む）

人 649

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

　スポーツ活動は青少年の健
全育成や体力向上面等からも
重要であり、それらの活動の
成果として全国・全道大会に
出場している。しかし、これ
らの旅費を学校や保護者が全
額負担することは、経済的に
も厳しいことから財政的な支
援は必要である。

　児童・生徒が全
国・北海道大会に
出場し、質の高い
スポーツに触れる
ことにより技術の
向上が図られてい
ることから、今後
も事業を継続し、
登別市のスポーツ
振興を図ってい
く。

20 20 20 20 20

Ｈ24
以前

市内の小、
中学校、高
校に在籍す
る生徒、児
童

　市内の小、中学校、高等学校に在籍する児
童・生徒が全国及び北海道大会に参加する際、
その経費の一部を助成した。
北海道大会：90件
全国大会：12件

登別市児童生徒ス
ポーツ振興助成金
交付要綱

全国大会出場者数
（引率者含む）

人 76

H14 － ソフト
一般
会計

　スポーツ活動を
行う児童・生徒の
保護者の負担を軽
減することによ
り、児童等の体育
活動の向上を図る
ことを目的とす
る。

Ｈ24

8 3-①

児童生徒ス
ポーツ振興
助成金 教育

委員
会

社会
教育
Ｇ

Ｈ26

上記のとおり

合　計



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

13,349 13,268 14,125 14,125 14,125 14,125

54141003 13,349 13,268 14,125 14,125 14,125 14,125

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

490 490 504 704 504 504

54141009 490 490 504 704 504 504

国庫
支出金

地域の元気臨時交付金
（H25）・学校施設環境
改善交付金（H27）

1,175 10,333

道
支出金

地方債 32,800 5,200 5,800 97,100

その他 立木移転補償料 1,376

一般
財源

445 618 2,056 32,457

54141011 33,245 8,369 7,856 139,890 0 0

国庫
支出金

地域の元気臨時交
付金

200

道
支出金

地方債 1,200 3,900 5,800

その他

一般
財源

1,645 1,305 4,072

54141012 0 3,045 5,205 0 9,872 0

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

2,846

54141018 0 2,846 0 0 0 0

－ － － － －

Ｈ26 ― ― ―

Ｈ25

川上公園野
球場利用者

川上公園野球場グラウンドの段差解消のため整
地を行った。

― Ｈ25

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

－ － －

―

休止
　市民、団体等から具体的な
要望があれば、今後も事業を
行うことが相当である。

市民、団体等から
の要望や修繕箇所
が判明した場合
は、内容を精査し
て整備を実施して
いく。

3,494 5,000 5,000 5,000 5,000

Ｈ24
以前

― ― ―

川上公園野球場利
用者数

人 4,226

H25 － ハード
一般
会計

　川上公園野球場
の修繕を行うこと
により、市民に安
心・安全な野球場
を利用に供するこ
とを目的とする。

Ｈ24

熱交換器取替更新・プールサイド床の改修予
定。

上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

合　計

17 4-①

川上公園野
球場施設整
備事業 教育

委員
会

社会
教育
Ｇ

－ － － － － －

Ｈ26 ―

合　計

一般
会計

　市民プールの修
繕を行うことによ
り、市民が安心・
安全にプールを利
用できるよう整備
することを目的と
する。

Ｈ24 ―

Ｈ25

市民プール
利用者

Ｈ26

上記のとお
り

休止

市の主要な体育施設である市
民プールを整備することによ
り、市民が安全・安心にス
ポーツ活動を展開できる環境
を整えることができ、健康増
進とスポーツ振興に資するこ
とから、事業を継続する必要
があるが、平成27年度は、緊
急的に修繕の必要がないこと
から休止とし、平成28年度以
降、計画的な整備を行ってい
く。

今後も、事業の継
続を図り、老朽化
による故障や不具
合の生じた箇所に
ついて、計画的に
整備を実施してい
く。

120,000 120,000 120,000 120,000

Ｈ24
以前

―

Ｈ25

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。16 4-①

市民プール
整備事業

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

H25

－ － － － － －

ハード
一般
会計

　総合体育館の修
繕等を行うことに
より、利用者の利
便性の向上及び安
心・快適なスポー
ツ環境を整備する
ことを目的とす
る。

道道上登別室蘭線の拡幅に伴い、総合体育館の
駐車場レイアウト等を変更する外構工事を行っ
た。

Ｈ26

上記のとお
り

総合体育館の耐震診断の結果等を踏まえ、設
計・改修を行う。

　― ―

市民プール利用者
数

人 113,987 116,087

プール床・内壁の修繕を行った。 登別市民プール条
例、登別市民ブー
ル条例施行規則

－ －

－ ハード

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

施設の大規模な改修により、
施設の延命及び利用率の向上
を図ることができるため、継
続することが必要である。

今後も、中心的な
体育施設としてよ
り良い環境整備に
取り組んでいく。
なお、大規模改修
工事については、
平成27年度末に工
事完了予定。

60,000 60,000 60,000

Ｈ24
以前

平成24年実施事業
総合体育館外構工事（改良）

維持

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

－ －

登別市総合体育館
条例、登別市総合
体育館条例施行規
則

総合体育館利用者
数

人 57,917 61,104 60,000

Ｈ24

総合体育館
利用者

上記のとおり

15 4-①

総合体育館
整備事業

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

H23 Ｈ27

－ － － － －

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり実施予定

―

Ｈ26

平成26年度実施事業
大規模改修実施設計

合　計

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり

― Ｈ25

上記のとおり

－ － －

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

改善

・カムイヌプリ及び来馬岳登
山道（カルルスコース）は登
山道開設の申請者が登別市で
ある以上、市が管理を行って
いく必要がある。
・スポーツ振興及び観光振興
という面においても、来馬岳
鉱山コースを含めた登山道の
維持管理は、関係団体と協議
を行い、看板等の設置につい
ても検討しながら、今後も継
続していく。

　登山が若い世代
にも普及してお
り、気軽に登るこ
とのできる低山の
利用は今後ますま
す増加するものと
思われることか
ら、登山道の整備
を継続し、登山者
が安心、安全に登
山できるよう努め
ていく。

3 3 3 3 3

Ｈ24
以前

カムイヌプ
リ登山者及
び来馬岳登
山者

　安心・安全な登山道の維持を図るため、登別
山岳会などに委託し、登山道の笹刈りなどの整
備を行った。
【実施登山道】
カムイヌプリ登山道（幌別ダムコース）
来馬岳登山道（カルルス・鉱山コース）

―

登山道整備実施回
数

回 3

－ － ハード
一般
会計

　安心・安全な登
山のため登山道を
維持管理すること
により、豊かな自
然を利用した市民
のスポーツ振興や
健康増進を促進す
ることを目的とす
る。

Ｈ24

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

施設利用者が自由に使用でき
る休憩施設を設置し、利用者
の利便性の向上を図る。

合　計

14 4-①

登山道維持
管理経費

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

4,226 4,937 4,500 4,500 4,500 4,500

Ｈ26

上記のとおり

合　計

一般
会計

　岡志別の森運動
公園及び川上公園
（Ｂゾーン）を活
用することによ
り、市民の健康増
進と余暇活動の充
実を図ることを目
的とする。

Ｈ24

岡志別の森
運動公園及
び川上公園
利用者

Ｈ25

上記のとお
り

Ｈ26

上記のとお
り

維持

　市民の健康に対する意識が
高まっていることから、ス
ポーツ振興及び健康増進を促
進するうえで、今後も事業を
継続することが相当である。

　引き続き、指定
管理者への委託に
よる岡志別の森運
動公園及び川上公
園（Ｂゾーン）の
運営管理を行い、
市民の健康増進を
図っていく。

30,000 30,000 30,000 30,000

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ25

上記のとおり

13 4-①

岡志別の森
運動公園運
営管理経費 教育

委員
会

社会
教育
Ｇ

－

　指定管理者への委託により、岡志別の森運動
公園及び川上公園（Ｂゾーン）の運営管理を
行った。

指定管理者：北海道曹達（株）幌別事業所
指定期間：平成23～27年度

登別市都市公園条
例、登別市有料公
園施設管理規則

岡志別の森運動公
園利用人数

人 31,258 29,608

上記のとおり 上記のとおり

川上公園野球場利
用人数

人

－ ソフト



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ24
実績

Ｈ25
実績

Ｈ26
目標

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

名称

評価の判断理由、特記事項
など
（妥当性、有効性、効率性、成
果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ27以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期間
中（Ｈ24～Ｈ26）における事業内容の
変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他
学校開放事業利用
団体実費負担金

821 716 351 351 351 351

一般
財源

2,919 2,482 351 0 0 0

54143001 3,740 3,198 702 351 351 351

0 1,375 0 10,333 0 0

0 2,873 6,060 0 0 0

32,800 6,400 9,700 97,100 5,800 0

1,044 2,311 1,203 1,316 1,316 1,316

41,738 43,318 45,610 74,430 45,845 41,773

75,582 56,277 62,573 183,179 52,961 43,089

0 1,375 0 10,333 0 0

0 2,873 6,060 0 0 0

32,800 6,400 9,700 97,100 5,800 0

1,044 2,311 1,203 1,316 1,316 1,316

41,738 43,318 45,610 74,430 45,845 41,773

75,582 56,277 62,573 183,179 52,961 43,089

Ｈ24
決算

Ｈ25
決算

Ｈ26
予算

Ｈ27
予算案

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

区分【再掲】

合計

一般財源

合計

一般会計　合計

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

一般財源

全会計　合計

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

利用者数（年度延
べ）

人 26,715 24,296 30,000 30,000

ソフト
一般
会計

　学校の体育施設
を開放することに
より、その地域の
スポーツ活動を促
進し、市民の健
康・体力づくりの
増進を図ることを
目的とする。

　市民がスポーツに親しむ場を提供するため、市内
小中学校等の屋内運動場学校等（体育館10施設）を
開放した。
【開放施設】カント・レラ、登別中学校、登別小学
校、幌別東小学校、幌別小学校、幌別西小学校、青
葉小学校、富岸小学校・若草小学校・鷲別小学校
【開放時間】平日18時から21時まで

Ｈ26

上記のとお
り

平成26年度より開放校10校で自主管理に移行し
た。

Ｈ25

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ25

　これまで利用時の管理業務
を登別市シルバー人材セン
ターへ委託していたが、経費
を抑制するため平成25年度に
２校を先行で自主管理を行っ
た結果、大きな問題がみられ
なかったことから、平成26年
度より全校において自主管理
を実施するよう改善した。

夜間の鍵の施錠に
関する問い合わせ
など、担当職員の
負担が大きくなっ
ており、設備も含
めて効率性を向上
できるよう再検証
を行っていく。

1,700 1,700 1,700

Ｈ24
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

平成25年度より若草小学校及
び青葉小学校を先行実施校と
して位置づけ自主管理を行
い、また平成26年度以降全校
実施に向けて検証作業を行っ
た。

30,000 30,000

登別市立学校体育
施設開放事業の管
理運営に関する規
則、登別市立学校
体育施設（屋内運
動場）開放事業実
施要綱

開放日数（年度延
べ）

日 1,596 1,500 1,700

Ｈ24

学校開放事
業利用者

上記のとおり

18 4-③

学校開放事
業

教育
委員
会

社会
教育
Ｇ

Ｓ54 －

Ｈ26

平成26年度より開放校10校で
自主管理に移行した。

合　計


